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2040年頃を見据えた地域医療構想

【ポイント】

■2040年頃の高齢化・人口減少に対応した医療提供体制を構築

■入院医療だけでなく、外来・在宅医療・介護・救急・医療ＤＸまでを

含めた構想

■地域の関係者が連携して必要な医療を確保することが目的

【背 景】

■2040年頃に85歳以上人口がピーク

■生産年齢人口の減少

■医療・介護ニーズの変化

■医療従事者不足への対応



これまでの地域医療構想との比較

これまでの地域医療構想 新たな地域医療構想

基本的な考え方 病床機能の分化・連携 地域で必要な医療機能の確保

対 象 主に入院医療
入院・外来・在宅・救急・
介護との連携

協議の中心 病床数・病床機能 医療機関の役割・機能分担

将 来 像 2025年 2040年頃

連 携 病院間連携が中心
医療・介護・行政を含めた
地域全体



地域で取り組む主な内容

■医療機関機能の報告

■地域医療構想調整会議での協議

■高齢者救急を含めた救急医療体制の確保

■在宅医療・地域包括ケアの充実

■医療・介護・行政・消防等との連携強化

■医療人材の確保と医療ＤＸの推進



今後のスケジュール（想定）
※現段階で北海道から具体な情報がないことから、国ガイドラインをふまえ想定

北海道 地域（二次医療圏）

令和８年度
（2026年度）

国のガイドラインを踏まえ制度内容を
整理し、北海道総合保健医療協議会地
域医療専門委員会等で検討

地域医療構想調整会議で制度内容を
共有し、地域課題を整理

令和８年度
～令和９年度

北海道医療計画との整合を図りながら
新構想の検討を本格化

医療機関機能報告をふまえ、医療機
関の役割や機能分担を協議

令和10年度
（2028年度）

新たな北海道地域医療構想を策定
（予定）

新たな北海道地域医療構想に基づく
推進方針を整理

令和11年度～
構想に基づく施策を実施し、進捗の評
価・見直し

地域医療構想調整会議で継続的に検
証・改善



新たな地域医療構想で重要となること

■病床数ではなく、医療機関機能を考える

■地域全体で役割分担する

■医療・介護・行政が連携する

■2040年を見据えて持続可能な医療提供体制を構築


